
ブルガリア月報【2024 年8 月】 

令和 6年 8月 

在ブルガリア日本国大使館 

今月のトピック 
 

政 治 

◆参議院日本ブルガリア友好議員連盟議員団のブルガリア訪問 

◆道上大使のグラフチェフ首相表敬 

◆第 2 次グラフチェフ暫定内閣の発足、秋（10/27）の総選挙決定 

 

経 済 

◆真田幸光氏（愛知淑徳大学教授）海外視察団の来訪 

 

その他 

◆アマテラス基金への令和 6 年度外務大臣表彰授与決定 

◆パリオリンピックでのブルガリア選手の活躍 
※月報は、ブルガリア各種メディアの報道等をとりまとめたものであり、在ブルガリア日本大使館の意見や判断を反映するものではあり   

  ません。 

※月報の個別メール配信を希望される方は、当館メールアドレス（emb-jp-bg@sf.mofa.go.jp）まで御連絡下さい。 

 

政 治 

◆参議院日本ブルガリア友好議員連盟議員団のブルガリア訪問 

▶8月 4日から 7日まで、石井準一参議院日本ブルガリア友好議 

 員連盟会長を団長とする同友好議員連盟議員団がブルガリアを 

 訪問した。議員団のメンバーは、石井準一参議院議員（議連会 

 長）、青木一彦参議院議員（議連事務局長）及び藤川政人参議院議 

 員。 

  

▶議員団は、ソフィア滞在中、ナザリャン国民議会議長、ドンチェ 

 フ・ブルガリア日本友好議員連盟会長ほか 5名の議員、テルジエ  

 フ・ソフィア市長と会談したほか、ソフィア大学において日本語・ 

 日本文化関係者との交流を行った。また、本邦企業の現地での活 

 動を視察するため、SEGA Creative Assemblyを訪問した。 

  

▶各会談では、国際情勢や政治体制にかかわらず 100年以上続く両国の伝統的友好関係をさらに発 

 展させるべく、議会間交流の活性化、IT、エネルギーを含む経済分野、地方都市間の交流、教育・ 

 文化分野など多岐にわたる分野の今後の協力強化について意見交換が行われた。特にブルガリア 

 側からは、当地で今も市民から広く敬意を抱かれている国としての日本、その日本から体制転換 

 期に得た ODAを含む支援への深い謝意が表明されるとともに、EU市場への玄関口にあって地域の 

 イノベーション・ハブを目指すブルガリアへの日本からの投資誘致への期待や 2025年の大阪・関 

 西万博に有意義な形で参加していきたい旨の表明が相次いだ。 

 

ナザリャン国会議長との会談 

対日友好議連議員との会談 

mailto:emb-jp-bg@sf.mofa.go.jp


▶また、議員団は、当地日本人会幹部の方々とも面会し、ブルガリアの政治、経済、文化、社会等に 

 ついて、彼らの長い在住経験から来るお話を聞いた。今回の参議院日本ブルガリア友好議員連盟 

 議員団の訪問によって、日・ブルガリアの議会間交流及び二国間関係全般のさらなる発展が期待 

 される。 

 

◆道上大使のグラフチェフ首相表敬 

▶ 2024年（令和 6年）8月 1 日、道上大使は、グラフチェフ首相を表敬し   

 た。グラフチェフ首相は、両国の「3つの周年」に際して、長年の優先的 

 パートナーである日本との間でハイレベルを含む人の往来や経済交流が 

 活性化していることを歓迎し、二国間関係が戦略的パートナーシップに 

 発展することを希望し、日本との経済関係強化に強い期待を表明した。 

▶ 道上大使は、7月 31日まで行われていた第 46回世界遺産委員会で「佐渡島の金山」の世界遺産 

 登録に向けた修正決議案を提出したブルガリアに深い謝意を表するとともに、両国関係の再活性 

 化に向けた最新の取組を説明した。特に、政治面では議会間交流が相次いでいること、経済面で 

 は IT、AI等先端技術分野で協力可能性が生まれていること、JETRO主催ビジネス・ミッションが 

 当地を訪問予定であること、教育・文化面でも充実した交流が行われていることを紹介した。 

▶ グラフチェフ首相及び道上大使は、今後、両国関係の一層の促進に向け、緊密に連携していくこ 

 とを確認した。 

 

◆第 2次グラフチェフ暫定内閣の発足、秋（10/27）の総選挙決定 

▶ 8月 27日、第 2次グラフチェフ暫定内閣が発足した。今般の内閣発足は、本年 6月 9日に総選挙 

  が行われた後、各党間での通常内閣組閣交渉が 8月上旬までに不首尾に終わったことを受け、憲 

  法上の手続にのっとって再度暫定内閣が任命されることになったものであり、閣僚リストは別添の 

  とおり。これを受け、10月 27日に総選挙が行われることが決定した。 

 

経 済 

◆真田幸光氏（愛知淑徳大学教授）海外視察団の公邸来訪 

▶ 8月 19日、日本大使公邸で真田幸光氏が率いる起業家等 16  

 名との会合が開催された。本会合では、道上大使からブルガ 

 リアの政治・経済情勢や文化・教育を中心とした日本との関係 

 について概略説明、山崎日本人会長、磯谷モトフォフェマネー 

 ジング・ディレクターからブルガリアの経済、社会等について御自身の在住経験に基づいた話があっ 

 た。参加企業からは多くの質問を受け、活発な意見交換が行われた。 

 

その他 

◆令和 6年度外務大臣表彰 

▶ 8月 1日、令和 6年度の外務大臣表彰の対象者が発表され、ブルガリアからはアマテラス基金 

 がブルガリアにおける日本文化の普及への貢献により対象に選ばれた。同基金は、同団体は、 

  2010年にブルガリアに設立。以降、主に日本の芸術・文化の展示やワークショップ等の活動を展 

  開。日本の近代芸術家の招へいや日本文化月間での展示会開催、また 2019年以降、同団体が 

  共催するジャパンボウルでは書道や切り絵等の芸術のみならず、和食や武道についてレクリエー 

  ションを実施する等、参加者が古今の日本文化に触れることができる機会を提供し、両国の文化



交流に貢献してきた。またブルガリア及び日本の計 14 都市に加え、第三国において日本画家の個

展を開催するなど、日本の芸術振興にも寄与してきた。 

▶外務大臣表彰は、日本と諸外国との友好親善関係の増進に特に顕著な功績のあった個人および団

体に授与される。今年度は 187個人、59団体が表彰されることとなった。 

 

◆パリオリンピックでのブルガリア選手の活躍 

▶ブルガリアは合計 7個のメダルを獲得した(金メダル 3個（男子 58キロ・レスリング、男子 86キロ・レ

スリング、男子 89キロ・重量上げ）、銀メダル 1個（新体操女子総合）、銅メダル 3個（男子 57キロ・

ボクシング、女子 57キロ・テコンドー、男子 73キロ・重量上げ）)。 

▶道上大使は、同国の全ての選手を祝福しつつ、ブルガリアと日本のスポーツ界の歴史的なつなが

り、スポーツを通じて多くを学べる旨メッセージを寄せた。この大使の facebook 発信が BTA の記事

に 掲 載 さ れ た 。 (https://www.bta.bg/bg/news/sport/725917-yaponskiyat-poslanik-v-

balgariya-pozdravi-rodnite-sportisti-za-otlichnite-rezul)  

 

※ブルガリアのマクロ経済指標は、ブルガリア国立銀行ＨＰよりご覧になれます

（https://www.bnb.bg/Statistics/StMacroeconomicIndicators/index.htm?toLang=_EN）。 

指標  

GDP成長率（年率予測:最新値） ※EC データ 24年:1.9％  25年:2.9% 

消費者物価指数（7月） ※ブルガリア統計局データ -0.1%（前月比） +2.4%（前年同月比） 

失業率（7月） ※ブルガリア労働省 5.4% （前月比+0.1%） 

公的債務残高/GDP（含む国および地方:6 月） 第１Q 21.5% (対第 4Q比-1.6%) 

https://www.bta.bg/bg/news/sport/725917-yaponskiyat-poslanik-v-balgariya-pozdravi-rodnite-sportisti-za-otlichnite-rezul
https://www.bta.bg/bg/news/sport/725917-yaponskiyat-poslanik-v-balgariya-pozdravi-rodnite-sportisti-za-otlichnite-rezul
https://www.bnb.bg/Statistics/StMacroeconomicIndicators/index.htm?toLang=_EN


以下、プロトコル順

肩書 氏名

首相
ディミタル・グラフチェフ
H.E. Mr. Dimitar Glavchev

副首相兼財務大臣
リュドミラ・ペトコヴァ
H.E. Mrs. Lyudmila Petkova

内務大臣
アタナス・イルコフ
H.E. Mr. Atanas Ilkov

地域開発・公共事業大臣
ヴィオレッタ・コリタロヴァ＝カサボヴァ
H.E. Mrs. Violeta Koritarova-Kasabova

労働・社会政策大臣
イヴァイロ・イヴァノフ
H.E. Mr. Ivaylo Ivanov

国防大臣
アタナス・ザプリャノフ
H.E. Mr. Atanas Zapryanov

外務大臣
イヴァン・コンドフ
H.E. Mr. Ivan Kondov

法務大臣
マリア・パヴロヴァ
H.E. Mrs. Maria Pavlova

教育・科学大臣
ガリン・ツォコフ
H.E. Mr. GalinTsokov (Prof. Dr.)

保健大臣
ガリャ・コンデヴァ＝マンコヴァ
H.E. Mrs. Galya Kondeva-Mankova (Dr.)

文化大臣
ナイデン・トドロフ
H.E. Mr. Nayden Todorov

環境・水大臣
ペタル・ディミトロフ
H.E. Mr. Petar Dimitrov

農業大臣
ゲオルギ・タホフ
H.E. Mr. Georgi Tahov (Dr.)

運輸・通信大臣
クラシミラ・ストヤノヴァ
H.E. Mrs. Krarimira Stoyanova

経済・産業大臣
ペトコ・ニコロフ
H.E. Mr. Petko Nikolov

革新・成長大臣
ロセン・カラディモフ
H.E. Mr. Rosen Karadimov (Assoc. Prof. Dr.)

エネルギー大臣
ヴラディミル・マリノフ
H.E. Mr. Vladimir Malinov

電子政府大臣
ヴァレンティン・ムンドロフ
H.E. Mr. Valentin Mundrov

観光大臣
エフティム・ミロシェフ
H.E. Mr. Evtim Miloshev

青年・スポーツ大臣
ゲオルギ・グルシコフ
H.E. Mr. Georgi Glushkov

第２次グラフチェフ暫定内閣
（２０２４年８月２７日発足）

閣僚名簿


